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報告内容

1. 京都大学における研究データマネジメントに係る活動
• 背景と現状
• 関係者が集う調査研究拠点としての葛ユニット

2. 大学ICT推進協議会における活動
• 背景
• 研究データマネジメント部会
• 学術機関における研究データ管理に関する提言

• 案，2019年5月公開予定

3. 研究者ファーストとしたあるべき姿（私見）
• 関係者が共有しうる「青写真」
• 関係者間の「コーディネーション」

2



 1. 京都大学における研究データ
マネジメントに係る活動
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背景
• 2015年2月

• 京都大学における公正な研究活動の推進等に関する規程
• http://www.kyoto-u.ac.jp/uni_int/kitei/reiki_honbun/w002RG00001165.html

• 2015年9月〜2018年3月
• オープンサイエンスデータ推進ワークショップ（計5回）

• 総長裁量経費（理学研究科）により学内外の知見を集約
• 発表資料等 http://wdc2.kugi.kyoto-u.ac.jp/openscws/

• 学内有志のコラボレーションのきっかけ（第2回2015年12月）

• 2016年7月〜2018年3月
• 学内有志による全学経費（学術情報メディアセンター）による国内外調査
• 学内組織の立ち上げ（ボトムアップ）

• 2017年11月〜
• 学際融合教育研究センターアカデミックデータ・イノベーションユニット
（通称「葛ユニット」）
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http://www.kyoto-u.ac.jp/uni_int/kitei/reiki_honbun/w002RG00001165.html
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Institutional (Campus) Contexts

 

International Contexts

Context is Matter

Domestic Contexts

 激しく変わる国内外のコンテキストに学内支援環境を適応
させ，

研究者をどう支援するか
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アカデミックデータマネジメント環境を
通じたアカデミックイノベーションの促進

10京都大学版 DIKWI ピラミッド(案)



 

アカデミックデータマネジメント
支援環境システムアーキテクチャ(案)
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デジタル化
されたデータが

前提



 

研究計画段階支援（案）
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研究実施段階支援（案）
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研究公開・アーカイブ段階支援（案）
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プロジェクトタイムライン（イメージ）
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Bottom Up 
Effort

Top Down 
Effort



 

京都大学葛ユニット 2018年度の活動

• 研究データマップ
「どういう研究データが京都大学にあるのか?」
• 第1回基礎調査（2018年12月〜1月）

• 回答 241件（1月25日現在）
• 数件に関してヒアリング調査を実施

• 研究データマネジメント成熟度モデル
「どういうレベルにあるのか? レベルアップのためにどうすべきか?」
• 米国CDL 研究データマネジメント成熟度モデルをベースに開発
•
第1回京都大学RDMワークショップ（2018年10月6日開催）にCDL関係
者を招聘
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第2回京都大学RDMワークショップにて詳細報告予定（2019年2月28日）



 

米国CDL 研究データマネジメント
成熟度モデル (日本語訳) 
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